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様式１

不動産IDを活用した官民データ連携促進モデル事業
＜応募主体概要書＞
	項目
	記入欄

	応募事業者・　団体名
	ふりがな

	
	

	代表事業者名
※共同提案体またはコンソーシアム・協議会等での提案の場合に記入して下さい。
	ふりがな

	
	

	住所
	ふりがな

	
	

	従業員数
	

	業種
	

	応募責任者
	住所
	

	
	部署
	

	
	担当者氏名（ふりがな）
	

	
	役職
	

	
	連絡先（電話）
	

	
	連絡先（メール）
	

	窓口担当者
	住所
	

	
	部署
	

	
	担当者氏名（ふりがな）
	

	
	役職
	

	
	連絡先（電話）
	

	
	連絡先（メール）
	

	構成員
※共同提案体またはコンソーシアム・協議会等での提案の場合に記入して下さい。
	法人名
	所在地
	事業における役割

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	備考
	


※A4 1枚で記載してください。






· 行政・民間のデータ連携を通じて解決を図る、各分野の課題・ビジョンについて、具体的に記載してください。
· 各分野において抱える課題
· 行政や民間のデータ連携を通じた課題解決・新たなビジネス創出による各分野におけるDX推進のビジョン
（必要に応じ、参考となる図表・写真などを貼付してください）
様式２
１． DX推進に向けた課題・ビジョン



· 1.のビジョン実現に向けて、不動産IDを活用したユースケースの取組内容について、具体的に記載してください。
· ユースケースの具体的内容
（関係者、ユースケースにおいて活用する官民データの種類・内容及び取得方法、不動産IDを活用した連携方法、想定される効果 等）
· ユースケースの実証エリア
· ユースケースの実証において不動産IDを紐付ける物件データ数の規模
· 個人情報データを扱う際の管理方針
· モデル事業の実施スケジュール
· モデル事業の事業全体の概算費用

（必要に応じ、参考となる図表・写真などを貼付してください）

様式３
２．ユースケースの取組内容



· モデル事業の事業実施体制について、具体的に記載してください。
· 実施体制図
· 関係者間の役割分担（データの提供・利用・管理 等）

様式４
３．モデル事業実施に係る運営体制



· モデル事業の成果の検証方法（KPIを含む）について、具体的に記載してください。
（必要に応じ、参考となる図表・写真などを貼付してください）

様式５
４．成果検証方法


様式６
· モデル事業以降のユースケースの拡張やサービスの本格展開等に向けた取組・ロードマップについて、具体的に記載してください。
（必要に応じ、参考となる図表・写真などを貼付してください）

５．モデル事業以降の展開
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